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議会だより

かまし
Gikaidayori KamashiGikaidayori Kamashi

№74  令和6年11月1日№74  令和6年11月1日

※嘉麻市議会だよりは高齢者や視覚の弱い方にも配慮したユニバーサルデザインフォント(UDフォント)を使用しています

編
　集
　後
　記

議会報告会のお知らせ議会報告会のお知らせ
令和６年11月９日(土)
　16時00分～18時00分
令和６年11月９日(土)
　16時00分～18時00分
嘉麻市役所　本庁舎５階嘉麻市役所　本庁舎５階

各常任委員会からの報告
・総務財政委員会
・民生文教委員会
・産業建設委員会
決算審査の報告
意見交換

各常任委員会からの報告
・総務財政委員会
・民生文教委員会
・産業建設委員会
決算審査の報告
意見交換

日 時

会 場

内 容

次回の嘉麻市議会だより(№75)は
令和 7 年(2025年)2月1日発行予定

嘉麻市岩崎1180番地1
嘉麻市役所 5階 議会事務局

TEL:0948-42-7406
FAX:0948-42-7099

～お問い合わせはこちらに～

＼12月定例会は11月29日(金)開会予定／

定例会・臨時会の日程は左記
QRコードより確認できます
(開催の1週間程前に掲載します)

P2. P3……令和5年度決算
P10～……い っ ぱ ん 質 問

　
９
月
議
会
本
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議
一
般
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問
に
稲
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志
耕
館

高
校
・
大
隈
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山
校
の
生
徒
さ
ん
が
傍
聴
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
あ
り
が
と
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ご
ざ
い
ま
し
た
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１
人
で
も
多
く
の
方
が
、
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

11
月
、
高
校
生
議
会
の
開
催
た
の
し
み
で
す
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充
実
し
た
学
校
生
活
を
！

　
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
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歳入

令和5年度実質単年度収支は

決算６会計を認定
財政状況さらに厳しく

赤字！！

全６会計の決算額

令和５年度

議会費
1億7,777万円

0.6％

議会費
1億7,777万円

0.6％

総務費
30億3,630万円

10.7％

総務費
30億3,630万円

10.7％

民生費
127億2,323万円

44.8％

民生費
127億2,323万円

44.8％

公債費
27億6,669万円

9.7％

公債費
27億6,669万円

9.7％

災害復旧費
7億1,000万円

2.5％

災害復旧費
7億1,000万円

2.5％

地方譲与税など
11億7,184万円

4.3％

地方譲与税など
11億7,184万円

4.3％

市 税
29億7,322万円

10.3％

市 税
29億7,322万円

10.3％

諸収入
4億3,359万円

1.5％

諸収入
4億3,359万円

1.5％

繰入金など
30億8,832万円

10.6％

繰入金など
30億8,832万円

10.6％

国・県支出金
86億2,876万円

29.8％

国・県支出金
86億2,876万円

29.8％

地方交付税
101億7,734万円

35.1％

地方交付税
101億7,734万円

35.1％

市 債
25億2,787万円

8.7％

市 債
25億2,787万円

8.7％

教育費
38億8,517万円

13.7％

教育費
38億8,517万円

13.7％

消防費
11億5,764万円

4.1％

消防費
11億5,764万円

4.1％

土木費
12億7,005万円

4.5％

土木費
12億7,005万円

4.5％

商工費
3億9,968万円

1.4％

商工費
3億9,968万円

1.4％

農林水産業費
6億8,153万円

2.4％

農林水産業費
6億8,153万円

2.4％ 労働費
4,620万円

0.2％

労働費
4,620万円

0.2％
衛生費

15億5,511万円
5.5％

衛生費
15億5,511万円

5.5％

290億93万円290億93万円

収益的収支

資本的収支
水道事業会計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業
特別会計

国民健康保険事業特別会計

保険事業勘定

サービス事業勘定

一般会計

経常収支比率が悪化した原因は？

0.29
0.28
0.27
0.26
0.25
0.24
0.23

109
107
105
103
101
99
97

25.0%
20.0%
15.0%
10.0%
5.0%
0.0%

0.28 0.28 0.28 0.28
0.27

98.1
99.5

19.6 21.1 22.4
18.9 16.7

98.8

102.5
108.0

H31 R2 R3 R4 R5

H31 R2 R3 R4 R5

H31 R2 R3 R4 R5

【物件費・扶助費・補助費等の経常経費の増加】

物 件 費・・・学校給食調理等業務委託（新規事業）
　　　　 　ごみ収集委託（搬入先変更による運搬費増額）
　　　　　 指定管理料（物価高騰による経費増額）
扶 助 費・・・生活保護扶助費の増加
補助費等・・・ふくおか県央広域環境施設組合
　　　　　 及び飯塚地区消防組合負担金の増額

QQ

性質別の歳出決算額において、義務的経費の割合が11.8％の
増となっているが、その主な原因は？

・令和4年度の決算において、福岡県内の市の中でも嘉麻市だけが、
 経常収支比率が１００を超える状況であったが、行財政改革が
 実施されず、令和５年度はさらに悪化！
・専門機関に立て直しの検証と助言をうけ、歳出削減と財政力強化に
 向けた取り組みを早急に行うべき！
・地方債の借入（借金）は右肩上がり！
・基金積立（貯金）は取り崩しが続き、底をつく状況！
・今後、ごみ処理施設の建設の負担金が控えている。人件費の見直し
 など改善が必要！

　歳入から歳出を引くと
黒字になっているけど、
嘉麻市の財政状況って厳しいの？

QQ

AA

人 件 費・・・会計年度任用職員の共済組合加入により負担金が増加
扶 助 費・・・物価高騰対応重点支援給付金
　　　　　 及び価格高騰重点支援金が増加

AA

決算特別委員会での質疑

　この指数が高ければ高いほど、自主財源の
割合が高く、財政的に豊かということになり
ます。なお、財政力指数は１未満の場合、普通
交付税が交付されます。

　人件費、扶助費、公債費などの経常的な支出
が、市税や普通交付税などの経常的な収入に
占める割合です。この比率が高いほど財政の
柔軟性がないことになります。

　歳入全体に占める自主財源の割合です。
自主財源は、地方公共団体が自らの権能に
基づいて、自主的に収入できる財源であり、
自主財源の割合が大きいほど、その団体の
財政運営の自主性と安定性が確保できる
ことになります。

財政力指数

経常収支比率

自主財源比率

※一部抜粋

本会議での討論
反対討論

賛成討論なし

※一部抜粋

歳  入 歳  出 差 引 額

290億      93万円

46億 1,487万円

6億 6,777万円

56億 6,321万円

6億 4,319万円

5,912万円

5,034万円

3,768万円

284億    938万円

48億 8,628万円

6億 5,667万円

56億 1,228万円

6億 4,966万円

3億 7,828万円

5,912万円

3,555万円

5億 9,155万円

△2億 7,141万円

1,110万円

5,093万円

△647万円

△3億 2,794万円

0円

213万円

歳出

　歳入の繰入金などの中には、基金の
取崩額が入っています。
　つまり貯金を使って黒字を維持
している状態です。今の状況のまま
では貯金が無くなってしまいます。

※千円以下切り捨て

２84億938万円２84億938万円
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※１
市バ ス 購 入 費 の 予 定 価 格が
２千万 円 以 上の 動 産 の 買 い
入 れ に 該 当するため 議 会 の
議 決 が 必 要 となりま す。

委員会審査結果報告
令和６年９ 月 定 例 会 中 に 開 催 さ れ た 、
各 常 任 委 員 会 の 審 査・活 動 報 告 で す。
嘉 麻 市 の 常 任 委 員 会 と は 、
下 記３ 委 員 会 の ことで す。

● 総 務 財 政 委 員 会
● 民 生 文 教 委 員 会
● 産 業 建 設 委 員 会

委員
北冨 敬三

民生文教委員会

委員長
石原 浩二

副委員長
畠中 博文

委員
中嶋 時夫

委員長
藤  伸一

委員
山本 真之

委員
出水 貴之

副委員長
新井 聖次

委員
吉永 雪男

産業建設委員会
委員
田上 孝樹 委員

中嶋 廣東

委員
岩永 利勝

委員
佐伯 憲子

委員
田中 義幸

総務財政委員会
バリアフリー対応バス導入

学童保育所に延長保育導入

早 期 に 企 業 誘 致 整 備 を

９
月
定
例
会
で
の

　
　  

委
員
会
付
託
議
案
な
し

委員長
廣方　悟

副委員長
豊田 一元

物
品
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の
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結
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、９
千
５
５
１

万
６
千
６
０
８
円
で
仮
契
約

を
行
う
た
め
、議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
、処
分
関
す
る

条
例
第
３
条（※

１
）に
基
づ

き
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
車
両
の
選
定

に
つ
い
て
運
行
ル
ー
ト
の
道

路
状
況
や
走
行
距
離
を
踏
ま

え
て
、Ｅ
Ｖ
車
に
つ
い
て
は

航
続
距
離
や
充
電
施
設
の
整

備
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
現
状
で
の
導
入
は
難
し
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

下
山
田
地
区（
吉
庵
）事
業

用
地
及
び
老
朽
市
営
住
宅

の
現
地
視
察

　
下
山
田
地
区（
吉
庵
）事
業

用
地
の
現
状
を
確
認
し
、企
業

誘
致
の
可
能
性
や
事
前
調
査

の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
上
山
田
地
区
本
町
団
地
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、居

住
者
は
全
員
退
去
し
て
い
る
。

建
物
や
周
辺
の
状
況
や
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、説
明
を

受
け
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

質
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
に
基
づ
い
て
、路

線
を
見
直
し
、走
行
距
離
を

減
ら
す
な
ど
今
後
の
見
通

し
は
。

答
　
Ｅ
Ｖ
車
の
特
徴
と
し
て

バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
耗
が
激

し
く
、バ
ス
の
よ
う
な
車
両

の
運
行
で
は
あ
ま
り
実
績

が
な
い
。路
線
に
つ
い
て
は

随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
が
、次
回
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
Ｅ
Ｖ
車
の
導
入

も
検
討
す
る
。

　

※

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

実
施
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労

の
両
立
支
援
と
し
て
、学
童

保
育
所
に
延
長
保
育
を
導
入

す
る
こ
と
に
伴
い
、提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
現
在
午
後

６
時
ま
で
の
保
育
と
な
っ

て
い
る
が
、令
和
７
年
４
月

よ
り
午
後
７
時
ま
で
１
時

間
の
延
長
保
育
を
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。こ
れ
に
伴

い
、受
益
者
負
担
の
原
則
に

則
り
、午
後
６
時
を
超
え
て

学
童
保
育
所
を
延
長
利
用

し
た
場
合
は
、児
童
１
人
あ

た
り
日
額
１
０
０
円
の
延

長
料
金
を
徴
収
す
る
。ま
た
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、延
長
利
用

料
の
上
限
は
月
１
，５
０
０

円
を
上
限
と
す
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

質
　
２
人
目・３
人
目
の
延
長

利
用
料
は
、通
常
の
利
用
料

の
よ
う
に
半
額・無
料
と
な
る

の
か
。

答
　
２
人
目
・
３
人
目
も
１

人
目
と
同
様
に
１
人
あ
た
り

日
額
１
０
０
円
を
徴
収
す
る
。

質
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
減
免
制
度
対
象
世
帯

も
同
額
の
延
長
利
用
料
な

の
か
。

答
　
延
長
利
用
料
の
減
免

措
置
は
設
け
て
い
な
い
。

※

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

下
山
田
地
区（
吉
庵
）

　
　
　
　
　
事
業
用
地

上
山
田
地
区

　
　
本
町
市
営
住
宅
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※１
市バ ス 購 入 費 の 予 定 価 格が
２千万 円 以 上の 動 産 の 買 い
入 れ に 該 当するため 議 会 の
議 決 が 必 要 となりま す。

委員会審査結果報告
令和６年９ 月 定 例 会 中 に 開 催 さ れ た 、
各 常 任 委 員 会 の 審 査・活 動 報 告 で す。
嘉 麻 市 の 常 任 委 員 会 と は 、
下 記３ 委 員 会 の ことで す。

● 総 務 財 政 委 員 会
● 民 生 文 教 委 員 会
● 産 業 建 設 委 員 会

委員
北冨 敬三

民生文教委員会

委員長
石原 浩二

副委員長
畠中 博文

委員
中嶋 時夫

委員長
藤  伸一

委員
山本 真之

委員
出水 貴之

副委員長
新井 聖次

委員
吉永 雪男

産業建設委員会
委員
田上 孝樹 委員

中嶋 廣東

委員
岩永 利勝

委員
佐伯 憲子

委員
田中 義幸

総務財政委員会
バリアフリー対応バス導入

学童保育所に延長保育導入

早 期 に 企 業 誘 致 整 備 を

９
月
定
例
会
で
の

　
　  

委
員
会
付
託
議
案
な
し

委員長
廣方　悟

副委員長
豊田 一元

物
品
購
入
契
約
の
締
結

　
　（市
バ
ス
購
入
）

　
現
在
使
用
し
て
い
る
市

バ
ス
の
老
朽
化
が
進
み
、故

障
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

　
円
滑
な
バ
ス
運
行
を
維
持

す
る
た
め
の
車
椅
子
対
応

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
４
台
の

購
入
に
つ
い
て
、９
千
５
５
１

万
６
千
６
０
８
円
で
仮
契
約

を
行
う
た
め
、議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
、処
分
関
す
る

条
例
第
３
条（※

１
）に
基
づ

き
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
車
両
の
選
定

に
つ
い
て
運
行
ル
ー
ト
の
道

路
状
況
や
走
行
距
離
を
踏
ま

え
て
、Ｅ
Ｖ
車
に
つ
い
て
は

航
続
距
離
や
充
電
施
設
の
整

備
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
現
状
で
の
導
入
は
難
し
い

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

下
山
田
地
区（
吉
庵
）事
業

用
地
及
び
老
朽
市
営
住
宅

の
現
地
視
察

　
下
山
田
地
区（
吉
庵
）事
業

用
地
の
現
状
を
確
認
し
、企
業

誘
致
の
可
能
性
や
事
前
調
査

の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
上
山
田
地
区
本
町
団
地
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、居

住
者
は
全
員
退
去
し
て
い
る
。

建
物
や
周
辺
の
状
況
や
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、説
明
を

受
け
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

質
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
に
基
づ
い
て
、路

線
を
見
直
し
、走
行
距
離
を

減
ら
す
な
ど
今
後
の
見
通

し
は
。

答
　
Ｅ
Ｖ
車
の
特
徴
と
し
て

バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
耗
が
激

し
く
、バ
ス
の
よ
う
な
車
両

の
運
行
で
は
あ
ま
り
実
績

が
な
い
。路
線
に
つ
い
て
は

随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
が
、次
回
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
Ｅ
Ｖ
車
の
導
入

も
検
討
す
る
。

　

※

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

実
施
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労

の
両
立
支
援
と
し
て
、学
童

保
育
所
に
延
長
保
育
を
導
入

す
る
こ
と
に
伴
い
、提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
現
在
午
後

６
時
ま
で
の
保
育
と
な
っ

て
い
る
が
、令
和
７
年
４
月

よ
り
午
後
７
時
ま
で
１
時

間
の
延
長
保
育
を
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。こ
れ
に
伴

い
、受
益
者
負
担
の
原
則
に

則
り
、午
後
６
時
を
超
え
て

学
童
保
育
所
を
延
長
利
用

し
た
場
合
は
、児
童
１
人
あ

た
り
日
額
１
０
０
円
の
延

長
料
金
を
徴
収
す
る
。ま
た
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、延
長
利
用

料
の
上
限
は
月
１
，５
０
０

円
を
上
限
と
す
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

質
　
２
人
目・３
人
目
の
延
長

利
用
料
は
、通
常
の
利
用
料

の
よ
う
に
半
額・無
料
と
な
る

の
か
。

答
　
２
人
目
・
３
人
目
も
１

人
目
と
同
様
に
１
人
あ
た
り

日
額
１
０
０
円
を
徴
収
す
る
。

質
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
減
免
制
度
対
象
世
帯

も
同
額
の
延
長
利
用
料
な

の
か
。

答
　
延
長
利
用
料
の
減
免

措
置
は
設
け
て
い
な
い
。

※

審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
は
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

下
山
田
地
区（
吉
庵
）

　
　
　
　
　
事
業
用
地

上
山
田
地
区

　
　
本
町
市
営
住
宅

4議会だより　かまし（74号）5 議会だより　かまし（74号）



一般会計補正の主なもの

予算特別委員会

本会議（採決）補正予算案に対する討論

【賛成討論】

修正案に対する討論

議会運営委員会 広報編集特別委員会

行財政改革に関する調査特別委員会

解体ではなく、活用を！
厳しい財政… 一旦、立ち止まり
事業の優先順位をつけるべき。

地元行政区長会から解体除却後、
跡地を利活用の要望書提出！
財政難だが、有利な財源を利用
して計画通り進めてほしい。

・嘉穂地区小学校跡地管理事業について
　予定通り遂行すべき！
・地元行政区長会から解体除却後、跡地利
　活用についての要望書が提出されている。
・有利な財源である合併特例債を利用して
　計画通り進めてほしい。

賛成

反対

賛成少数で否決

一般会計修正（案）の提出
嘉穂地区の廃校となった
千手・泉河内・宮野小学校の
解体実施設計業務委託料などの
予算８，３７６万５千円を減額した

歳入

歳出

◆地方特例交付金
◆旧小学校施設除却事業債
◆旧庁舎跡地整備事業債

1億1,640万円
3,330万円
6,270万円

◆嘉穂地区小学校跡地管理事業
◆定期予防接種業務委託料
　（新型コロナウイルス感染症予防接種）

8,376万円
1億1,207万円

※千円以下切り捨て

3億 3,831万円
290億 7,001万円

△422万円
49億 2,146万円

0万円
56億 9,505万円

0万円
7億 4,654万円

0万円
3,858万円

0万円
6億 5,671万円
5億 5,322万円

４16億 8,160万円

一  般  会  計
総　額

国民健康保険特別会計
総　額

介護保険特別会計
総　額

後期高齢者医療特別会計
総　額

住宅新築資金会計
総　額

水道事業会計
収 益 的 支 出
資 本 的 支 出
６会計総額

9月補正予算9月補正予算

８月 ２２日　９月定例会の日程等について
９月 １８日　定例会最終日の日程について
８月 ２２日　９月定例会の日程等について
９月 １８日　定例会最終日の日程について

９月  ２ 日　庁舎跡地利活用・地域公共に
　　　　　　関する事項
９月  ２ 日　庁舎跡地利活用・地域公共に
　　　　　　関する事項

  ９月 ２０日　議会広報編集
  ９月 ２７日　議会広報編集
１０月  ４ 日　議会広報編集
１０月 １０日　議会広報編集

  ９月 ２０日　議会広報編集
  ９月 ２７日　議会広報編集
１０月  ４ 日　議会広報編集
１０月 １０日　議会広報編集

議案の結果一覧（9月定例会）

〇…全会一致　△…賛成多数　▼…賛成少数　※…討論あり

※賛成多数

各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例

※△可決議案第58号

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 〇 可 決議案第59号

令和6年度一般会計補正予算（第５号） ※△可決議案第67号

教育委員会教育長の任命につき同意を求めること 〇 同 意議案第64号

令和５年度一般会計歳入歳出決算の認定 ※△認定認定第 １ 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 〇 同 意諮問第 3 号
専決処分事項の報告（市営住宅明渡し等に係る訴えの提起専決４件） 〇 了 承報告第 3 号

物品購入契約の締結 〇 可 決〃 第65号

放課後児童健全育成事業実施条例の一部を改正する条例 〇 可 決〃 第60号

令和6年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 〇 可 決〃 第68号

令和５年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 認 定〃 第 2 号
令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 〇 認 定〃 第 3 号
令和５年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 認 定〃 第 4 号

専決処分事項の報告（交通事故に係る損害賠償の額を定めること） 〇 了 承〃 第 4 号

令和５年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 認 定〃 第 5 号
令和５年度水道事業会計決算の認定 〇 認 定〃 第 6 号

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議 △ 可 決〃 第66号
奨学資金条例の一部を改正する条例 〇 可 決〃 第63号
ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 〇 可 決〃 第62号
国民健康保険条例の一部を改正する条例 ※△可決〃 第61号

総務財政委員会

民生文教委員会

予算特別委員会

決算特別委員会

その他

委員会の動き委員会の動き

可
決
可
決
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一般会計補正の主なもの

予算特別委員会

本会議（採決）補正予算案に対する討論

【賛成討論】

修正案に対する討論

議会運営委員会 広報編集特別委員会

行財政改革に関する調査特別委員会

解体ではなく、活用を！
厳しい財政… 一旦、立ち止まり
事業の優先順位をつけるべき。

地元行政区長会から解体除却後、
跡地を利活用の要望書提出！
財政難だが、有利な財源を利用
して計画通り進めてほしい。

・嘉穂地区小学校跡地管理事業について
　予定通り遂行すべき！
・地元行政区長会から解体除却後、跡地利
　活用についての要望書が提出されている。
・有利な財源である合併特例債を利用して
　計画通り進めてほしい。

賛成

反対

賛成少数で否決

一般会計修正（案）の提出
嘉穂地区の廃校となった
千手・泉河内・宮野小学校の
解体実施設計業務委託料などの
予算８，３７６万５千円を減額した

歳入

歳出

◆地方特例交付金
◆旧小学校施設除却事業債
◆旧庁舎跡地整備事業債

1億1,640万円
3,330万円
6,270万円

◆嘉穂地区小学校跡地管理事業
◆定期予防接種業務委託料
　（新型コロナウイルス感染症予防接種）

8,376万円
1億1,207万円

※千円以下切り捨て

3億 3,831万円
290億 7,001万円

△422万円
49億 2,146万円

0万円
56億 9,505万円

0万円
7億 4,654万円

0万円
3,858万円

0万円
6億 5,671万円
5億 5,322万円

４16億 8,160万円

一  般  会  計
総　額

国民健康保険特別会計
総　額

介護保険特別会計
総　額

後期高齢者医療特別会計
総　額

住宅新築資金会計
総　額

水道事業会計
収 益 的 支 出
資 本 的 支 出
６会計総額

9月補正予算9月補正予算

８月 ２２日　９月定例会の日程等について
９月 １８日　定例会最終日の日程について
８月 ２２日　９月定例会の日程等について
９月 １８日　定例会最終日の日程について
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　　　　　　関する事項
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法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例
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家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 〇 可 決議案第59号

令和6年度一般会計補正予算（第５号） ※△可決議案第67号

教育委員会教育長の任命につき同意を求めること 〇 同 意議案第64号

令和５年度一般会計歳入歳出決算の認定 ※△認定認定第 １ 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 〇 同 意諮問第 3 号
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委員会の動き委員会の動き
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２
０
２
５
年
度
教
育
予
算
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

教
育
委
員
会
教
育
長

教育委員会教育長が決定

※

全
会
一
致
・
可
決

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
即
時
停
戦
と
和
平

を
求
め
る
意
見
書

※

全
会
一
致
・
可
決

　
令
和
６
年
11
月
８
日
付

で
任
期
満
了
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、引
き
続
き
次
の

方
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

ゆ
ず
り
は

え 

つ 

こ

𣜿

𣜿𣜿
𣜿 

氏

人
権
擁
護
委
員

人権擁護委員が決定

　
令
和
６
年
12
月
31
日
付

で
任
期
満
了
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、引
き
続
き
次
の

方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

震災ミュージアム「KIOKU」

三沢キッズセンター

熊本県防災センター
（オペレーションルーム）

八戸市役所

本のまち八戸

熊本県防災センター
（避難所設置に関する研修）

　
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
し
、時
代
に
対
応
す
る
教
育
環

境
整
備
は
、国
に
よ
る
十
分
な
予
算
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
次
の
事
項
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
．学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
な
ど
教
師
の
処
遇
改
善

　  

を
着
実
に
す
す
め
る
こ
と
。

２
．子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充
実
や
教
育
環
境
整
備
に

　  

必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

３
．物
価
高
騰
に
見
合
っ
た
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。 

４
．学
校
施
設
等
の
開
放
事
業
に
お
い
て
、必
要
と
な
る

　  

施
設
整
備
費
等
の
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。 

５
．「
能
登
半
島
地
震
」か
ら
の
復
興
、被
災
児
童
生
徒
の

　  

学
び
の
保
障
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
。 

　
一
般
市
民
が
無
差
別
に
犠
牲
と
な
る
武
力
に
よ
る

戦
争
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
人
間

の
い
の
ち
は
尊
い
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、停
戦
に

向
け
て
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ガ
ザ
地
区
で
の
人
質
解
放
や
戦
闘
行
為
を
中
止
さ
せ
、

す
べ
て
の
紛
争
当
事
者
は
国
際
法
及
び
国
際
人
道
法
を

遵
守
す
る
こ
と
な
ど
即
時
停
戦
に
向
け
て
の
平
和
的

解
決
と
、支
援
物
資
の
供
給
な
ど
人
道
上
の
改
善
に

向
け
て
、関
係
国
や
当
事
者
に
あ
ら
ゆ
る
働
き
か
け

を
行
う
べ
き
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

高校生議会開催
のお知らせ

一般質問傍聴体験！！一般質問傍聴体験！！一般質問傍聴体験！！行政視察行政視察行政視察に行ってきましたに行ってきましたに行ってきました
総務財政委員会総務財政委員会総務財政委員会

～高校生議会の一環として
　　　嘉麻市議会を傍聴しました～
～高校生議会の一環として
　　　嘉麻市議会を傍聴しました～
～高校生議会の一環として
　　　嘉麻市議会を傍聴しました～

令和６年11月１２日(火)
　　　　　　13時30分～

9月１３日　大隈城山校

9月１7日　稲築志耕館

※高校生議会は傍聴できます！
※傍聴をご希望の方は
　５階の議会事務局までお越しください。

嘉麻市役所 ５階 議場

稲築志耕館高等学校
嘉穂総合高等学校
嘉麻市立大隈城山校

日 時

会 場

参加校

意 

見 

書

人
事
案
件

　８月７日(水)・8日（木）に熊本県阿蘇郡南阿蘇村と熊本県防災
センターを訪問し、平成28年熊本地震や令和2年大水害時の
避難所対応やその後の復興について、見識を深めました。
　特に地区防災組織の重要性については、嘉麻市においても早急
に取り組むべき課題として、市民の皆さんと共に考えていくべきだ
と感じております。

民生文教委員会民生文教委員会民生文教委員会
　８月６日(火)～８日（木）に青森県三沢市及び八戸市において行政視察を
実施しました。三沢市では、地域の特性を活かしながら、これから必要となる
国際感覚やコミュニケーション能力を育むため生きた英語を学ぶ取り組みや
子育て交流施設の利用状況などを、八戸市においては全国初の市直営の
書店「八戸ブックセンター」を視察し、「本のまち八戸」を目指し、人が集う
施設として、市民・地域を巻き込んだ取り組みについて学びました。
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いっぱん質問いっぱん質問

P.14P.14

P.13

P.15P.15

P.12

P.11

P.12

P.13

P.11

いっぱん質問いっぱん質問

田上 孝樹 議員

●共生社会の実現を
　加速させることが重要

藤　伸 一 議員

●子育て支援における
　ＩＣＴの活用

新井 聖次 議員

●市長・議長の公務中
　の安全対策

中嶋 時夫 議員

●保護行政の推進

山本 真之 議員

●観光振興

出水 貴之 議員

●子ども会をどうする

畠中 博文 議員

●デマンドバス
　学生割引を早急に

豊田 一元 議員

●「公民館基本計画」
　推進の現状と課題

佐伯 憲子 議員

●支え合う組織づくり

田中 義幸 議員

●稼働中の施設を
　用途廃止

紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

　質問全体の内容については、会議録に掲載しています。会議録は、議会事務局、各支所、
市内図書館および嘉麻市議会ホームぺージからご覧いただけます。
　なお、一般質問はケーブルテレビのご協力により、生放送と録画放送を行っています。また、
YouTubeによる生中継と録画配信も行っています。
　スマートフォンやタブレット端末で、録画映像をご欄になりたい議員のＱＲコードを読み
取ると、「嘉麻市議会」のYouTubeサイト内へアクセスできます。ぜひご視聴ください。

You Tube

You Tube

若い世代の人材育成が
カギだ
学校・地域を核とした
推進事業でも育成する

問

答

豊田　一元　議員豊田　一元　議員

質

　平
成
30
年
に
制
定
さ

れ
た「
公
民
館
基
本
計
画
」

は
、公
民
館
体
制
を
一
つ
に

ま
と
め
る
狙
い
が
あ
る
。稲

築
・
碓
井
地
区
の
行
政
区
単

位
の
自
治
公
民
館
を
山
田
・

嘉
穂
地
区
同
様
の
分
館
方

式
に
統
一
す
る
計
画
だ
が
、

そ
の
意
義
と
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

課
長

　少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
等
で
自
治
公

民
館
は
運
営
困
難
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
、一
定
区
域

内
で
運
営
す
る
分
館
方
式

に
移
行
す
る
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
含
む
環
境
変

化
を
踏
ま
え
、今
後
、実
効

性
の
あ
る
計
画
を
つ
く
り

進
め
て
い
く
。

質

　中
央
公
民
館
は
廃
止

す
る
と
し
て
い
る
。二
十
歳

の
集
い
や
青
少
年
ふ
る
さ

と
探
検
隊
、夏
休
み
と
き
め

き
学
習
な
ど
中
央
公
民
館

の
果
た
す
役
目
は
大
き
い
。

存
続
し
な
い
の
か
。

課
長
　4
地
区
公
民
館
が

主
体
性
を
持
っ
た
活
動
が

で
き
る
よ
う
、醸
成
さ
れ

て
廃
止
に
着
手
す
る
の
が

妥
当
と
考
え
て
い
る
。

質

　本
市
に
は
自
治
公
民

館
を
含
む
集
会
所
が
１
５
９

あ
る
。市
所
有
や
行
政
区
・

隣
組
所
有
も
あ
る
が
、今
後

の
存
続
・
維
持
管
理
に
つ
い

て
問
う
。

課
長

　修
理
改
築
、浄
化

槽
等
に
補
助
金
を
交
付
し
、

大
規
模
工
事
は
緊
急
性
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

進
む
老
朽
化
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
て
協
議

を
進
め
て
お
り
方
向
性
を

示
し
て
い
き
た
い
。

質

　公
民
館
活
動
補
助
金

の
仕
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

課
長
　自
治
公
民
館
に
は
、

自
治
会
ご
と
に
均
等
割
と

世
帯
割
り
で
算
出
し
支
給
。

分
館
で
は
、構
成
す
る
自

治
会
の
補
助
金
の
合
計
額

を
分
館
数
で
割
っ
て
支
給

し
て
い
る
。

質

　公
民
館
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
る
に
は
、若
い

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
が

カ
ギ
に
な
る
が
ど
う
す
る
。

課
長

　新
た
に
学
校
・
地

域
を
核
と
し
た
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
事
業
で
も

育
成
し
て
い
く
。

質
　公
民
館
活
動
計
画
の

推
進
に
つ
い
て
所
見
を
。

市
長

　公
民
館
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
重
要

な
拠
点
と
認
知
し
て
い
る
。

方
向
性
を
定
め
指
示
を
出

し
て
い
く
。

質

　嘉
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
財
産
処
分
は
い
つ

し
た
の
か
。

課
長

　用
途
廃
止
後
に
、

無
償
で
貸
付
契
約
を
し
た
。

質

　行
政
財
産
と
い
う
の

は
、公
共
の
用
途
で
使
用

し
て
い
る
財
産
の
こ
と
で
、

普
通
財
産
は
そ
れ
以
外
の

も
の
で
あ
る
。当
時
の
同

セ
ン
タ
ー
は
、実
際
に
は

稼
動
中
で
公
共
の
用
に
供

し
て
い
た
。そ
れ
を
行
政

財
産
か
ら
普
通
財
産
に
移

す
た
め
に
は
、そ
の
稼
働

を
停
止
し
、用
途
廃
止
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

い
つ
行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
に
変
更
し
た
の
か
。

課
長  

平
成
31
年
２
月
に

条
例
を
廃
止
し
た
。

質

　同
セ
ン
タ
ー
は
休
業

し
て
い
た
の
か
。

課
長

　平
成
31
年
４
月
か

ら
は
、ふ
く
お
か
県
央
環

境
広
域
施
設
組
合
の
施
設

と
し
て
稼
働
し
て
い
た
。

意
見

　条
例
で
は
、普
通

財
産
は
無
償
で
貸
し
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。

稼
働
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、書
面
上
は
普
通

財
産
に
移
し
て
、同
組
合

に
無
償
貸
付
け
を
し
た
と

い
う
理
屈
だ
。そ
ん
な
こ

と
が
通
る
の
か
。問
題
提

起
し
て
お
く
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設

質

　施
設
建
設
費
と
運
営

費
込
み
で
７
４
４
億
２
７

０
０
万
円
に
な
る
。こ
の

ほ
か
に
造
成
工
事
費
が
86

億
８
８
０
０
万
円
か
か
る
。

概
算
事
業
費
は
８
３
１
億

１
５
０
０
万
円
に
な
る
と

思
う
が
。

課
長
　そ
の
通
り
だ
。

質
　こ
れ
に
、循
環
型
交
付

金
が
30
億
４
２
０
０
万
円

交
付
さ
れ
る
の
で
、実
際
は

７
１
３
億
８
５
０
０
万
円

で
あ
る
。嘉
麻
市
の
負
担
額

は
、人
口
割
で
１
４
４
億
６

９
０
０
万
円
と
な
る
。過
疎

債
を
適
用
し
、30
年
償
還
と

す
れ
ば
、年
間
１
億
４
６
９

０
万
円
の
支
出
が
発
生
す

る
が
。

課
長

　そ
の
よ
う
な
計

算
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

質

　経
常
収
支
比
率
が
１

０
８
％
だ
。こ
の
施
設
を

建
設
す
れ
ば
、さ
ら
に
財

政
が
厳
し
く
な
る
が
。

市
長
　公
共
施
設
で
あ
り
、

払
っ
て
い
け
る
よ
う
な
行

政
運
営
を
し
た
い
。

※

他
に
稲
作
振
興
を
質
問
。

いつ行政財産から普通
財産に
平成31年２月に条例を
廃止した

問

答

田中　義幸　議員田中　義幸　議員
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いっぱん質問いっぱん質問

P.14P.14

P.13

P.15P.15

P.12

P.11

P.12

P.13

P.11

いっぱん質問いっぱん質問

田上 孝樹 議員

●共生社会の実現を
　加速させることが重要

藤　伸 一 議員

●子育て支援における
　ＩＣＴの活用

新井 聖次 議員

●市長・議長の公務中
　の安全対策

中嶋 時夫 議員

●保護行政の推進

山本 真之 議員

●観光振興

出水 貴之 議員

●子ども会をどうする

畠中 博文 議員

●デマンドバス
　学生割引を早急に

豊田 一元 議員

●「公民館基本計画」
　推進の現状と課題

佐伯 憲子 議員

●支え合う組織づくり

田中 義幸 議員

●稼働中の施設を
　用途廃止

紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

　質問全体の内容については、会議録に掲載しています。会議録は、議会事務局、各支所、
市内図書館および嘉麻市議会ホームぺージからご覧いただけます。
　なお、一般質問はケーブルテレビのご協力により、生放送と録画放送を行っています。また、
YouTubeによる生中継と録画配信も行っています。
　スマートフォンやタブレット端末で、録画映像をご欄になりたい議員のＱＲコードを読み
取ると、「嘉麻市議会」のYouTubeサイト内へアクセスできます。ぜひご視聴ください。

You Tube

You Tube

若い世代の人材育成が
カギだ
学校・地域を核とした
推進事業でも育成する

問

答

豊田　一元　議員豊田　一元　議員

質

　平
成
30
年
に
制
定
さ

れ
た「
公
民
館
基
本
計
画
」

は
、公
民
館
体
制
を
一
つ
に

ま
と
め
る
狙
い
が
あ
る
。稲

築
・
碓
井
地
区
の
行
政
区
単

位
の
自
治
公
民
館
を
山
田
・

嘉
穂
地
区
同
様
の
分
館
方

式
に
統
一
す
る
計
画
だ
が
、

そ
の
意
義
と
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

課
長

　少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
等
で
自
治
公

民
館
は
運
営
困
難
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
、一
定
区
域

内
で
運
営
す
る
分
館
方
式

に
移
行
す
る
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
含
む
環
境
変

化
を
踏
ま
え
、今
後
、実
効

性
の
あ
る
計
画
を
つ
く
り

進
め
て
い
く
。

質

　中
央
公
民
館
は
廃
止

す
る
と
し
て
い
る
。二
十
歳

の
集
い
や
青
少
年
ふ
る
さ

と
探
検
隊
、夏
休
み
と
き
め

き
学
習
な
ど
中
央
公
民
館

の
果
た
す
役
目
は
大
き
い
。

存
続
し
な
い
の
か
。

課
長
　4
地
区
公
民
館
が

主
体
性
を
持
っ
た
活
動
が

で
き
る
よ
う
、醸
成
さ
れ

て
廃
止
に
着
手
す
る
の
が

妥
当
と
考
え
て
い
る
。

質

　本
市
に
は
自
治
公
民

館
を
含
む
集
会
所
が
１
５
９

あ
る
。市
所
有
や
行
政
区
・

隣
組
所
有
も
あ
る
が
、今
後

の
存
続
・
維
持
管
理
に
つ
い

て
問
う
。

課
長

　修
理
改
築
、浄
化

槽
等
に
補
助
金
を
交
付
し
、

大
規
模
工
事
は
緊
急
性
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

進
む
老
朽
化
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
て
協
議

を
進
め
て
お
り
方
向
性
を

示
し
て
い
き
た
い
。

質

　公
民
館
活
動
補
助
金

の
仕
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

課
長
　自
治
公
民
館
に
は
、

自
治
会
ご
と
に
均
等
割
と

世
帯
割
り
で
算
出
し
支
給
。

分
館
で
は
、構
成
す
る
自

治
会
の
補
助
金
の
合
計
額

を
分
館
数
で
割
っ
て
支
給

し
て
い
る
。

質

　公
民
館
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
る
に
は
、若
い

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
が

カ
ギ
に
な
る
が
ど
う
す
る
。

課
長

　新
た
に
学
校
・
地

域
を
核
と
し
た
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
事
業
で
も

育
成
し
て
い
く
。

質
　公
民
館
活
動
計
画
の

推
進
に
つ
い
て
所
見
を
。

市
長

　公
民
館
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
重
要

な
拠
点
と
認
知
し
て
い
る
。

方
向
性
を
定
め
指
示
を
出

し
て
い
く
。

質

　嘉
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
財
産
処
分
は
い
つ

し
た
の
か
。

課
長

　用
途
廃
止
後
に
、

無
償
で
貸
付
契
約
を
し
た
。

質

　行
政
財
産
と
い
う
の

は
、公
共
の
用
途
で
使
用

し
て
い
る
財
産
の
こ
と
で
、

普
通
財
産
は
そ
れ
以
外
の

も
の
で
あ
る
。当
時
の
同

セ
ン
タ
ー
は
、実
際
に
は

稼
動
中
で
公
共
の
用
に
供

し
て
い
た
。そ
れ
を
行
政

財
産
か
ら
普
通
財
産
に
移

す
た
め
に
は
、そ
の
稼
働

を
停
止
し
、用
途
廃
止
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

い
つ
行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
に
変
更
し
た
の
か
。

課
長  

平
成
31
年
２
月
に

条
例
を
廃
止
し
た
。

質

　同
セ
ン
タ
ー
は
休
業

し
て
い
た
の
か
。

課
長

　平
成
31
年
４
月
か

ら
は
、ふ
く
お
か
県
央
環

境
広
域
施
設
組
合
の
施
設

と
し
て
稼
働
し
て
い
た
。

意
見

　条
例
で
は
、普
通

財
産
は
無
償
で
貸
し
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。

稼
働
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、書
面
上
は
普
通

財
産
に
移
し
て
、同
組
合

に
無
償
貸
付
け
を
し
た
と

い
う
理
屈
だ
。そ
ん
な
こ

と
が
通
る
の
か
。問
題
提

起
し
て
お
く
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設

質

　施
設
建
設
費
と
運
営

費
込
み
で
７
４
４
億
２
７

０
０
万
円
に
な
る
。こ
の

ほ
か
に
造
成
工
事
費
が
86

億
８
８
０
０
万
円
か
か
る
。

概
算
事
業
費
は
８
３
１
億

１
５
０
０
万
円
に
な
る
と

思
う
が
。

課
長
　そ
の
通
り
だ
。

質
　こ
れ
に
、循
環
型
交
付

金
が
30
億
４
２
０
０
万
円

交
付
さ
れ
る
の
で
、実
際
は

７
１
３
億
８
５
０
０
万
円

で
あ
る
。嘉
麻
市
の
負
担
額

は
、人
口
割
で
１
４
４
億
６

９
０
０
万
円
と
な
る
。過
疎

債
を
適
用
し
、30
年
償
還
と

す
れ
ば
、年
間
１
億
４
６
９

０
万
円
の
支
出
が
発
生
す

る
が
。

課
長

　そ
の
よ
う
な
計

算
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

質

　経
常
収
支
比
率
が
１

０
８
％
だ
。こ
の
施
設
を

建
設
す
れ
ば
、さ
ら
に
財

政
が
厳
し
く
な
る
が
。

市
長
　公
共
施
設
で
あ
り
、

払
っ
て
い
け
る
よ
う
な
行

政
運
営
を
し
た
い
。

※

他
に
稲
作
振
興
を
質
問
。

いつ行政財産から普通
財産に
平成31年２月に条例を
廃止した

問

答

田中　義幸　議員田中　義幸　議員
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

質

　職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
、最
適
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
、メ
ン
タ
ル
不
調

者
が
増
加
し
、こ
こ
数
年
、

若
年
離
職
が
始
ま
っ
た
。

職
場
内
で
ま
ち
づ
く
り
の

夢
や
希
望
を
語
れ
な
い
環

境
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
危
惧
す
る
。

　本
市
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

課
長

　過
去
５
年
間
の

平
均
の
病
休
者
は
、年
間

２０
名
前
後
で
推
移
し
て
い

る
が
、半
数
以
上
が
メ
ン

タ
ル
不
調
が
原
因
で
あ
る
。

ま
た
、病
休
ま
で
は
至
ら

な
い
が
、要
配
慮
職
員
も

約
２０
名
程
度
で
推
移
し
て

い
る
。

質

　本
年
９
月
現
在
、職

員
総
数
４
１
９
名
の
う
ち

約
１
割
の
職
員
が
病
休
者
、

要
配
慮
者
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　安
全
衛
生
副
管
理
者
と

し
て
の
現
状
認
識
は
。

課
長

　メ
ン
タ
ル
不
調
者

は
減
少
し
て
い
る
と
は
言

え
ず
、む
し
ろ
近
年
で
は

既
往
歴
が
な
く
、新
た
に

メ
ン
タ
ル
不
調
の
職
員
が

増
え
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

原
因
は
、職
場
の
対
人
関

係
、業
務
の
過
度
な
負
担
、

元
々
の
疾
患
、人
事
異
動

に
伴
う
適
応
負
担
な
ど

様
々
あ
り
、全
国
的
な
傾

向
で
あ
る
。

質

　若
年
離
職
の
傾
向
の

分
析
は
。

課
長

　正
確
な
分
析
は
難

し
い
が
、新
た
な
キ
ャ
リ

ア
を
求
め
て
民
間
へ
転
職
、

現
職
で
の
将
来
へ
の
不
安
、

様
々
な
理
由
が
あ
る
。日

本
全
体
で
働
き
方
の
多
様

性
に
よ
る
公
務
員
離
れ
が

進
ん
で
い
る
。

質

　組
織
全
体
の
健
康
的

な
成
長
の
打
開
策
と
し
て
、

メ
ン
タ
ル
不
調
者
も
若
年

離
職
者
も
増
や
さ
な
い
た

め
に
柔
軟
な
働
き
方
の
後

押
し
を
で
き
な
い
か
。

課
長

　他
の
部
署
と
柔
軟

に
連
携
し
協
力
体
制
を
築

く
こ
と
で
支
え
合
う
組
織

を
目
指
し
て
い
く
。

質
　市
長
に
出
来
る
事
は
。

市
長
　私
自
身
が
率
先
し

て
夢
や
希
望
を
語
り
、そ

の
姿
勢
を
示
す
と
共
に
成

長
と
挑
戦
を
支
援
す
る
風

土
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

※

他
に
児
童
・
生
徒
に
関

す
る
様
々
な
支
援
の
連
携

を
質
問
。

質

　昨
今
、カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。人
権
や
尊

厳
を
踏
み
に
じ
る
行
為
を

断
じ
て
許
し
て
は
な
ら
な

い
。カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
は
。

課
長

　顧
客
な
ど
か
ら
の

社
会
通
念
上
不
相
応
な
手

段
・
対
応
に
よ
り
労
働
者

の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

質

　カ
ス
ハ
ラ
に
該
当
す

る
行
為
と
は
。

課
長

　長
時
間
の
電
話
や

面
談
、脅
迫
的
な
発
言
、不

合
理
な
要
求
や
繰
り
返
し

の
要
求
、中
傷
や
名
誉
毀

損
、暴
力
や
威
嚇
行
為
な

ど
が
あ
る
。

質

　防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が

必
要
・
重
要
で
は
な
い
か
。

課
長

　各
所
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、録
画
対
応

を
行
っ
て
い
る
。暴
力
行

為
な
ど
悪
質
な
場
合
、法

的
措
置
も
検
討
し
て
い
る
。

質

　職
員
を
カ
ス
ハ
ラ
だ

け
で
な
く
守
り
き
る
今
後

の
展
望
は
。

市
長

　カ
ス
ハ
ラ
や
不
当

要
求
行
為
に
断
固
と
し
て

対
処
し
、全
力
で
守
る
。職

員
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
作
っ
て
い
く
。

質

　市
長
・
議
長
の
公
務

中
の
安
全
対
策
は
。

課
長

　庁
舎
内
に
は
、セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ロ
ッ
ク
や
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
け
て
い
る

が
、庁
舎
外
で
の
公
務
時

の
対
策
は
万
全
で
は
な
い
。

質

　同
行
職
員
の
配
置
や

安
全
は
確
保
で
き
て
い
る

か
。

課
長

　公
務
内
容
に
よ
り

職
員
が
同
行
し
て
い
る
。

今
後
、状
況
に
応
じ
た
安

全
対
策
を
検
討
す
る
。

質

　有
事
の
人
員
配
置
、

防
犯
グ
ッ
ズ
使
用
で
、市

長
、議
長
の
安
全
確
率
が

上
が
る
と
思
わ
れ
る
が
。

課
長

　市
長
、議
長
が
安

全
に
公
務
遂
行
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
え
る
た
め
、

防
犯
グ
ッ
ズ
等
の
防
犯
対

策
、防
犯
訓
練
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

質

　実
務
経
験
の
あ
る
、

警
察
官
Ｏ
Ｂ
や
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
の
臨
時
雇
用
な
ど
を
考

え
て
お
く
べ
き
で
は
。

課
長

　専
門
的
な
知
識
を

持
つ
人
の
雇
用
は
大
変
興

味
深
い
。基
本
的
な
対
策

を
進
め
、今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

市長・議長の公務中の
安全は
スクラムを組んで安全
対策を強化していく

問

答

組織の健康的な成長の
ためには
他の部署と柔軟に連携
する

問

答

「道の駅うすい」の売場
面積拡大は
建物全体の見直しと
環境整備を行う予定だ

問

答

新井　聖次　議員新井　聖次　議員

質

　「
道
の
駅
う
す
い
」の

来
客
数
と
売
上
金
額
は

課
長

　こ
こ
数
年
４２
万
人

を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。昨

年
の
売
上
金
額
は
、８
億

４
千
万
円
だ
。

質

　福
岡
県
の
道
の
駅
ラ

ン
キ
ン
グ
は
。

課
長

　令
和
５
年
度
実
績

で
、１
位
が「
道
の
駅
む
な

か
た
」売
上
が
約
１７
億
円
。

「
道
の
駅
う
す
い
」は
１７
か
所

中
６
位
だ
。

質

　「
道
の
駅
う
す
い
」の

第
二
駐
車
場
は
、利
用
者

が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
は

な
い
か
。

課
長

　案
内
板
や
誘
導
板

が
少
な
く
、今
後
協
議
し

対
策
を
検
討
し
た
い
。

質

　「
道
の
駅
う
す
い
」が

抱
え
る
問
題
点
は
。

課
長

　売
場
面
積
が
非
常

に
手
狭
で
ク
レ
ー
ム
等
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

質

　今
後
の「
道
の
駅
う
す

い
」の
方
向
性
は
。

課
長

　令
和
５
年
に
策
定

し
た
改
修
計
画
及
び
施
設

配
置
計
画
を
参
考
に
環
境

の
整
備
を
行
う
予
定
だ
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
割
引

質

　交
通
弱
者
へ
の
利
用

割
引
の
現
状
は
。

課
長

　市
バ
ス
の
運
賃
体

系
は
、未
就
学
児
は
無
料
。

小
学
生
及
び
障
が
い
者
は

半
額
。他
に
回
数
乗
車
券
、

市
バ
ス
定
期
乗
車
券
、市

バ
ス
フ
リ
ー
定
期
乗
車
券

を
設
定
し
て
い
る
。ま
た
、

６０
歳
以
上
を
対
象
に
申
告

登
録
し
た
方
に
回
数
券
を

一
冊
追
加
で
交
付
し
て
い
る
。

質

　嘉
穂
地
区
で
は
巡
回

バ
ス
が
な
く
、学
生
の
多
く

が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
。料
金
が
か
さ
む

た
め
、中
学
生
・
高
校
生
・
大

学
生
を
対
象
と
し
た
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
学
生
割
引
は

な
い
の
か
。

課
長

　学
生
を
対
象
に
、

公
共
交
通
の
定
期
券
購
入

費
の
５
割
を
補
助
し
て
い

る
。デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
含

む
市
バ
ス
フ
リ
ー
定
期
乗

車
券
一
か
月
分
６
千
円
は
、

利
用
終
了
後
に
交
通
政
策

課
に
補
助
申
請
す
る
と
半

額
戻
り
、実
質
負
担
額
が

３
千
円
と
な
る
。
今
後
す

べ
て
の
学
生
に
割
引
が
行

き
届
く
よ
う
制
度
設
計
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質

　誰
も
が
な
り
得
る
認

知
症
は
、国
民
一
人
ひ
と

り
が
自
分
事
と
し
て
身
近

な
問
題
と
捉
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。行
政
が
軸
と
な

り
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
の
展
開
な
ど
認
知
症

に
関
す
る
知
識
及
び
認
知

症
の
人
に
関
す
る
理
解
を

求
め
る
取
り
組
み
は
。

課
長

　認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、見
守
り
支
援
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
多
数
養

成
し
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の

手
に
よ
っ
て
つ
く
っ
て
行

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

質

　認
知
症
の
人
に
対
す

る
適
切
な
接
し
方
を
身
に

つ
け
て
、認
知
症
の
人
の

行
動
、感
情
の
起
伏
を
抑

制
す
る
こ
と
は
特
に
重
要

と
考
え
る
。「
あ
な
た
を
大

事
に
思
っ
て
い
る
」こ
と

を
、「
見
る
」・「
話
す
」・「
触

れ
る
」・「
立
つ
」の
４
つ
の

柱
で
相
手
が
理
解
で
き
る

よ
う
届
け
る
ケ
ア
技
法
で

あ
る「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

の
普
及
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

課
長

　本
市
に
お
い
て
は
、

現
在
、ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

に
つ
い
て
の
専
門
的
な
ス

キ
ル
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
た
め
、今
後
、自
治
体

向
け
の
研
修
会
等
に
積
極

的
に
参
加
し
、認
知
症
ケ

ア
の
基
本
的
な
接
し
方
に

つ
い
て
普
及
啓
発
を
続
け

て
行
き
た
い
。

質

　次
に
、認
知
症
の
行

方
不
明
者
数
は
２
０
２
３

年
全
国
の
届
出
数
は
２
万

人
に
迫
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
、ま
す
ま
す
増
加
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

一
人
ひ
と
り
の
生
命
を
守

る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の

積
極
的
な
活
用
に
向
け
て

の
負
担
軽
減
策
の
実
施
な

ど
、行
方
不
明
者
の
生
命

を
守
る
取
り
組
み
は
。

課
長

　Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
等
は

所
在
を
確
認
す
る
の
に
非

常
に
有
効
な
手
段
だ
と
考

え
る
。現
在
、介
護
保
険
の

福
祉
用
具
の
貸
与
で
、認

知
症
の
診
断
が
あ
る
人
に

つ
い
て
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を

貸
与
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
も
早
期
発
見

で
き
る
よ
う
な
高
齢
者
見

守
り
事
業
等
を
展
開
し
、

行
方
不
明
者
の
生
命
を
守

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

※

他
に
熱
中
症
対
策
を
質

問
。

認知症の人に寄り添った
地域社会の構築を 
市民の手によってつくって
いくことを目指している

問

答

佐伯　憲子　議員佐伯　憲子　議員畠中　博文　議員畠中　博文　議員田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

質

　職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
、最
適
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
、メ
ン
タ
ル
不
調

者
が
増
加
し
、こ
こ
数
年
、

若
年
離
職
が
始
ま
っ
た
。

職
場
内
で
ま
ち
づ
く
り
の

夢
や
希
望
を
語
れ
な
い
環

境
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
危
惧
す
る
。

　本
市
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

課
長

　過
去
５
年
間
の

平
均
の
病
休
者
は
、年
間

２０
名
前
後
で
推
移
し
て
い

る
が
、半
数
以
上
が
メ
ン

タ
ル
不
調
が
原
因
で
あ
る
。

ま
た
、病
休
ま
で
は
至
ら

な
い
が
、要
配
慮
職
員
も

約
２０
名
程
度
で
推
移
し
て

い
る
。

質

　本
年
９
月
現
在
、職

員
総
数
４
１
９
名
の
う
ち

約
１
割
の
職
員
が
病
休
者
、

要
配
慮
者
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　安
全
衛
生
副
管
理
者
と

し
て
の
現
状
認
識
は
。

課
長

　メ
ン
タ
ル
不
調
者

は
減
少
し
て
い
る
と
は
言

え
ず
、む
し
ろ
近
年
で
は

既
往
歴
が
な
く
、新
た
に

メ
ン
タ
ル
不
調
の
職
員
が

増
え
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

原
因
は
、職
場
の
対
人
関

係
、業
務
の
過
度
な
負
担
、

元
々
の
疾
患
、人
事
異
動

に
伴
う
適
応
負
担
な
ど

様
々
あ
り
、全
国
的
な
傾

向
で
あ
る
。

質

　若
年
離
職
の
傾
向
の

分
析
は
。

課
長

　正
確
な
分
析
は
難

し
い
が
、新
た
な
キ
ャ
リ

ア
を
求
め
て
民
間
へ
転
職
、

現
職
で
の
将
来
へ
の
不
安
、

様
々
な
理
由
が
あ
る
。日

本
全
体
で
働
き
方
の
多
様

性
に
よ
る
公
務
員
離
れ
が

進
ん
で
い
る
。

質

　組
織
全
体
の
健
康
的

な
成
長
の
打
開
策
と
し
て
、

メ
ン
タ
ル
不
調
者
も
若
年

離
職
者
も
増
や
さ
な
い
た

め
に
柔
軟
な
働
き
方
の
後

押
し
を
で
き
な
い
か
。

課
長

　他
の
部
署
と
柔
軟

に
連
携
し
協
力
体
制
を
築

く
こ
と
で
支
え
合
う
組
織

を
目
指
し
て
い
く
。

質
　市
長
に
出
来
る
事
は
。

市
長
　私
自
身
が
率
先
し

て
夢
や
希
望
を
語
り
、そ

の
姿
勢
を
示
す
と
共
に
成

長
と
挑
戦
を
支
援
す
る
風

土
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

※

他
に
児
童
・
生
徒
に
関

す
る
様
々
な
支
援
の
連
携

を
質
問
。

質

　昨
今
、カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。人
権
や
尊

厳
を
踏
み
に
じ
る
行
為
を

断
じ
て
許
し
て
は
な
ら
な

い
。カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
は
。

課
長

　顧
客
な
ど
か
ら
の

社
会
通
念
上
不
相
応
な
手

段
・
対
応
に
よ
り
労
働
者

の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

質

　カ
ス
ハ
ラ
に
該
当
す

る
行
為
と
は
。

課
長

　長
時
間
の
電
話
や

面
談
、脅
迫
的
な
発
言
、不

合
理
な
要
求
や
繰
り
返
し

の
要
求
、中
傷
や
名
誉
毀

損
、暴
力
や
威
嚇
行
為
な

ど
が
あ
る
。

質

　防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が

必
要
・
重
要
で
は
な
い
か
。

課
長

　各
所
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、録
画
対
応

を
行
っ
て
い
る
。暴
力
行

為
な
ど
悪
質
な
場
合
、法

的
措
置
も
検
討
し
て
い
る
。

質

　職
員
を
カ
ス
ハ
ラ
だ

け
で
な
く
守
り
き
る
今
後

の
展
望
は
。

市
長

　カ
ス
ハ
ラ
や
不
当

要
求
行
為
に
断
固
と
し
て

対
処
し
、全
力
で
守
る
。職

員
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
作
っ
て
い
く
。

質

　市
長
・
議
長
の
公
務

中
の
安
全
対
策
は
。

課
長

　庁
舎
内
に
は
、セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ロ
ッ
ク
や
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
け
て
い
る

が
、庁
舎
外
で
の
公
務
時

の
対
策
は
万
全
で
は
な
い
。

質

　同
行
職
員
の
配
置
や

安
全
は
確
保
で
き
て
い
る

か
。

課
長

　公
務
内
容
に
よ
り

職
員
が
同
行
し
て
い
る
。

今
後
、状
況
に
応
じ
た
安

全
対
策
を
検
討
す
る
。

質

　有
事
の
人
員
配
置
、

防
犯
グ
ッ
ズ
使
用
で
、市

長
、議
長
の
安
全
確
率
が

上
が
る
と
思
わ
れ
る
が
。

課
長

　市
長
、議
長
が
安

全
に
公
務
遂
行
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
え
る
た
め
、

防
犯
グ
ッ
ズ
等
の
防
犯
対

策
、防
犯
訓
練
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

質

　実
務
経
験
の
あ
る
、

警
察
官
Ｏ
Ｂ
や
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
の
臨
時
雇
用
な
ど
を
考

え
て
お
く
べ
き
で
は
。

課
長

　専
門
的
な
知
識
を

持
つ
人
の
雇
用
は
大
変
興

味
深
い
。基
本
的
な
対
策

を
進
め
、今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

市長・議長の公務中の
安全は
スクラムを組んで安全
対策を強化していく

問

答

組織の健康的な成長の
ためには
他の部署と柔軟に連携
する

問

答

「道の駅うすい」の売場
面積拡大は
建物全体の見直しと
環境整備を行う予定だ

問

答

新井　聖次　議員新井　聖次　議員

質

　「
道
の
駅
う
す
い
」の

来
客
数
と
売
上
金
額
は

課
長

　こ
こ
数
年
４２
万
人

を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。昨

年
の
売
上
金
額
は
、８
億

４
千
万
円
だ
。

質

　福
岡
県
の
道
の
駅
ラ

ン
キ
ン
グ
は
。

課
長

　令
和
５
年
度
実
績

で
、１
位
が「
道
の
駅
む
な

か
た
」売
上
が
約
１７
億
円
。

「
道
の
駅
う
す
い
」は
１７
か
所

中
６
位
だ
。

質

　「
道
の
駅
う
す
い
」の

第
二
駐
車
場
は
、利
用
者

が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
は

な
い
か
。

課
長

　案
内
板
や
誘
導
板

が
少
な
く
、今
後
協
議
し

対
策
を
検
討
し
た
い
。

質

　「
道
の
駅
う
す
い
」が

抱
え
る
問
題
点
は
。

課
長

　売
場
面
積
が
非
常

に
手
狭
で
ク
レ
ー
ム
等
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

質

　今
後
の「
道
の
駅
う
す

い
」の
方
向
性
は
。

課
長

　令
和
５
年
に
策
定

し
た
改
修
計
画
及
び
施
設

配
置
計
画
を
参
考
に
環
境

の
整
備
を
行
う
予
定
だ
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
割
引

質

　交
通
弱
者
へ
の
利
用

割
引
の
現
状
は
。

課
長

　市
バ
ス
の
運
賃
体

系
は
、未
就
学
児
は
無
料
。

小
学
生
及
び
障
が
い
者
は

半
額
。他
に
回
数
乗
車
券
、

市
バ
ス
定
期
乗
車
券
、市

バ
ス
フ
リ
ー
定
期
乗
車
券

を
設
定
し
て
い
る
。ま
た
、

６０
歳
以
上
を
対
象
に
申
告

登
録
し
た
方
に
回
数
券
を

一
冊
追
加
で
交
付
し
て
い
る
。

質

　嘉
穂
地
区
で
は
巡
回

バ
ス
が
な
く
、学
生
の
多
く

が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
。料
金
が
か
さ
む

た
め
、中
学
生
・
高
校
生
・
大

学
生
を
対
象
と
し
た
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
学
生
割
引
は

な
い
の
か
。

課
長

　学
生
を
対
象
に
、

公
共
交
通
の
定
期
券
購
入

費
の
５
割
を
補
助
し
て
い

る
。デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
含

む
市
バ
ス
フ
リ
ー
定
期
乗

車
券
一
か
月
分
６
千
円
は
、

利
用
終
了
後
に
交
通
政
策

課
に
補
助
申
請
す
る
と
半

額
戻
り
、実
質
負
担
額
が

３
千
円
と
な
る
。
今
後
す

べ
て
の
学
生
に
割
引
が
行

き
届
く
よ
う
制
度
設
計
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質

　誰
も
が
な
り
得
る
認

知
症
は
、国
民
一
人
ひ
と

り
が
自
分
事
と
し
て
身
近

な
問
題
と
捉
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。行
政
が
軸
と
な

り
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
の
展
開
な
ど
認
知
症

に
関
す
る
知
識
及
び
認
知

症
の
人
に
関
す
る
理
解
を

求
め
る
取
り
組
み
は
。

課
長

　認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、見
守
り
支
援
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
多
数
養

成
し
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の

手
に
よ
っ
て
つ
く
っ
て
行

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

質

　認
知
症
の
人
に
対
す

る
適
切
な
接
し
方
を
身
に

つ
け
て
、認
知
症
の
人
の

行
動
、感
情
の
起
伏
を
抑

制
す
る
こ
と
は
特
に
重
要

と
考
え
る
。「
あ
な
た
を
大

事
に
思
っ
て
い
る
」こ
と

を
、「
見
る
」・「
話
す
」・「
触

れ
る
」・「
立
つ
」の
４
つ
の

柱
で
相
手
が
理
解
で
き
る

よ
う
届
け
る
ケ
ア
技
法
で

あ
る「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

の
普
及
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

課
長

　本
市
に
お
い
て
は
、

現
在
、ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

に
つ
い
て
の
専
門
的
な
ス

キ
ル
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
た
め
、今
後
、自
治
体

向
け
の
研
修
会
等
に
積
極

的
に
参
加
し
、認
知
症
ケ

ア
の
基
本
的
な
接
し
方
に

つ
い
て
普
及
啓
発
を
続
け

て
行
き
た
い
。

質

　次
に
、認
知
症
の
行

方
不
明
者
数
は
２
０
２
３

年
全
国
の
届
出
数
は
２
万

人
に
迫
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
、ま
す
ま
す
増
加
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

一
人
ひ
と
り
の
生
命
を
守

る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の

積
極
的
な
活
用
に
向
け
て

の
負
担
軽
減
策
の
実
施
な

ど
、行
方
不
明
者
の
生
命

を
守
る
取
り
組
み
は
。

課
長

　Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
等
は

所
在
を
確
認
す
る
の
に
非

常
に
有
効
な
手
段
だ
と
考

え
る
。現
在
、介
護
保
険
の

福
祉
用
具
の
貸
与
で
、認

知
症
の
診
断
が
あ
る
人
に

つ
い
て
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を

貸
与
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
も
早
期
発
見

で
き
る
よ
う
な
高
齢
者
見

守
り
事
業
等
を
展
開
し
、

行
方
不
明
者
の
生
命
を
守

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

※

他
に
熱
中
症
対
策
を
質

問
。

認知症の人に寄り添った
地域社会の構築を 
市民の手によってつくって
いくことを目指している

問

答
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員

質

　子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
支
援
策
と
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
支

援
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

嘉
麻
市
の
取
り
組
み
は
。

課
長

　ア
プ
リ
の
活
用
な

ど
子
育
て
世
代
へ
の
効
果

は
非
常
に
大
き
く
、検
討

を
行
っ
て
い
る
。

質

　母
子
手
帳
・
子
育
て

応
援
の
ア
プ
リ
導
入
の
今

後
の
展
開
は
。

市
長

　母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
と

し
て
乳
幼
児
健
診
や
妊
婦

健
診
に
お
け
る
ア
プ
リ
の

活
用
な
ど
国
に
よ
る
情
報

連
携
基
盤
の
整
備
と
制
度

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
制
度
設
計
等
を
注

視
し
て
、導
入
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

確
定
申
告
の
電
子
化

質

　令
和
５
年
度
の
確
定

申
告
の
受
付
総
数
、電
子

申
告
数
、電
子
申
告
率
は
。

課
長

　受
付
総
数
３
０
６

４
件
、電
子
申
告
数
１
２
６

９
件
で
、申
告
率
は
41.

４
％

で
あ
る
。

質

　電
子
申
告
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

課
長

　①
申
告
会
場
に
出

向
か
ず
申
告
提
出
が
で
き

る
②
申
告
期
間
に
、24
時
間

い
つ
で
も
申
告
が
で
き
る

③
医
療
費
控
除
の
領
収
書

な
ど
添
付
資
料
が
省
略
で

き
る
④
還
付
金
の
受
け
取

り
が
書
面
提
出
よ
り
早
い
。

質

　今
後
の
電
子
化
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

市
長

　早
く
達
成
で
き
る

よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い

く
。

要
望

　行
政
側
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
①
保
管
等
の
手

間
の
削
減
②
税
務
署
と
の

や
り
取
り
の
簡
素
化
及
び

書
類
の
紛
失
防
止
③
納
税

者
へ
の
控
え
と
し
て
の
申

告
内
容
出
力
、紙
資
源
の

節
約
④
翌
年
以
降
の
事
務

の
効
率
化
が
あ
る
。電
子

申
告
の
さ
ら
な
る
利
用
促

進
の
取
り
組
み
を
強
く
要

望
し
て
お
く
。
　
　
　
　

※

他
に
地
方
就
職
学
生
支

援
事
業
、学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
を
質
問
。

質

　嘉
麻
市
の
保
護
率
は

福
岡
県
の
他
市
に
比
べ
て

一
番
高
く
、高
齢
者
の
割

合
が
、全
体
の
６２
・
５
％
を

占
め
て
い
る
。か
ま
自
立

支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相

談
窓
口
や
生
活
支
援
課
に

赴
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
が
多
い
の
で
は
。

課
長

　保
護
制
度
を
利
用

で
き
て
い
な
い
割
合
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。各
関

係
機
関
と
の
連
携
で
、掘

り
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、あ
る
程
度
は
保
護

に
繋
げ
て
い
る
。

質

　保
護
が
必
要
な
人
に

対
す
る
保
護
制
度
の
申
請

方
法
等
に
つ
い
て
、生
活

支
援
課
の
対
応
は
。

課
長

　相
談
者
の
申
請
権

を
侵
害
し
な
い
よ
う
、国

や
県
か
ら
厳
し
く
指
導
さ

れ
て
い
る
。単
純
な
理
由

で
断
る
よ
う
な
こ
と
は
し

て
い
な
い
。

質

　申
請
書
と「
生
活
保

護
し
お
り
」は
利
用
者
に

と
っ
て「
命
綱
」の
よ
う
な

も
の
だ
。嘉
麻
市
の
申
請

方
法
は
。

課
長
　申
請
や
相
談
時
に

は
、「
生
活
保
護
し
お
り
」

は
必
ず
配
る
。窓
口
に
来

ら
れ
な
い
人
の
対
応
は
し

て
い
な
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
へ
の
掲
載
も
し
て
い

な
い
。掲
載
内
容
等
を
検

討
し
、広
く
周
知
で
き
る

体
制
を
検
討
し
た
い
。

質

　窓
口
で
の
書
類
申
請

だ
け
で
は
な
く
、
電
子

メ
ー
ル
等
で
の
申
請
さ
ら

に
は
口
頭
申
請
も
有
効
な

の
で
は
。

課
長

　厚
生
労
働
省
か
ら
、

口
頭
で
も
申
請
は
受
理
す

べ
き
と
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
。

質

　被
保
護
世
帯
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

課
長

　新
規
保
護
申
請
時

の
家
庭
に
は
、必
ず
確
認

は
し
て
い
る
が
、全
被
保

護
世
帯
の
統
計
は
、把
握

で
き
て
い
な
い
。

質

　エ
ア
コ
ン
の
修
理
や

買
い
換
え
る
場
合
の
扶
助

は
。

課
長

　生
活
費
の
や
り
く

り
で
賄
う
か
、貸
付
資
金

の
活
用
で
賄
う
よ
う
厚
生

労
働
省
の
通
知
で
指
導
さ

れ
て
お
り
、エ
ア
コ
ン
認

定
の
対
象
者
は
、大
変
限

定
さ
れ
て
い
る
。

質

　デ
ン
マ
ー
ク
の
国
際

交
流
員
が
離
任
し
た
が
、

３
年
間
の
取
組
実
績
は
。

課
長

　ア
ウ
ト
ド
ア
シ

テ
ィ
嘉
麻
の
実
現
に
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
、

市
民
と
の
交
流
機
会
の
創

出
や
ヒ
ュ
ッ
ゲ
な
ど
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
等

に
繋
が
っ
た
。ま
た
、デ
ン

マ
ー
ク
や
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク

社
と
の
関
係
性
の
構
築
や

テ
レ
ビ
出
演
等
を
通
じ
て
、

嘉
麻
市
の
Ｐ
Ｒ
に
非
常
に

貢
献
し
て
い
る
。

質
　国
際
交
流
員
の
必
要

性
は
。

課
長

　ア
ウ
ト
ド
ア
を
重

点
化
し
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、欧
州

の
ア
ウ
ト
ド
ア
先
進
地
で

あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
非
常
に
参
考
に
な

る
。ア
ウ
ト
ド
ア
シ
テ
ィ

嘉
麻
の
実
現
の
た
め
に
は

デ
ン
マ
ー
ク
や
ヒ
ュ
ッ
ゲ

へ
の
親
近
感
の
醸
成
や
理

解
促
進
が
必
要
で
あ
り
、

国
際
交
流
員
の
配
置
は
必

要
不
可
欠
。

質

　今
後
の
国
際
交
流
員

の
動
向
は
。

課
長

　他
の
ア
ウ
ト
ド
ア

シ
テ
ィ
と
の
差
別
化
や

ヒ
ュ
ッ
ゲ
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
嘉
麻
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
や
Ｐ

Ｒ
が
必
要
。ア
ウ
ト
ド
ア

の
取
り
組
み
に
よ
る
関
係

人
口
の
創
出
、拡
大
に
繋

げ
る
た
め
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
も
検
討
し

な
が
ら
国
際
交
流
員
の
新

た
な
雇
用
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
　市
長
の
考
え
は
。

市
長
　こ
れ
ま
で
構
築
し

て
き
た
デ
ン
マ
ー
ク
と
の

関
係
性
を
継
続
す
る
た
め

に
国
際
交
流
員
の
新
た
な

雇
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
。嘉
麻
市
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
等
と
連

携
を
し
な
が
ら
、市
民
や

事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て

嘉
麻
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
関
係
人
口
の
拡
大
を
進

め
て
い
く
。

要
望

　福
岡
県
の
取
り
組

み
と
も
連
携
し
て
、自
然

を
生
か
し
た
観
光
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
た
観
光

振
興
を
進
め
て
ほ
し
い
。

質

　子
ど
も
会
は
、子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
中
で
様
々

な
人
と
関
わ
り
、社
会
性
を

身
に
つ
け
る
上
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
考
え
て

い
る
。嘉
麻
市
に
子
ど
も
会

は
何
団
体
あ
る
か
。

課
長

　稲
築
支
部
１
、碓

井
支
部
０
、嘉
穂
支
部
12
、

山
田
支
部
１
の
計
14
単
会
。

質

　子
ど
も
会
の
存
続
・

活
性
化
の
た
め
の
支
援
と
、

子
ど
も
会
が
な
い
地
域
で

の
新
規
立
ち
上
げ
支
援
は
。

課
長

　次
代
を
担
う
青
少

年
の
育
成
は
必
要
不
可
欠
。

運
営
補
助
金
・
人
的
支
援

な
ど
の
支
援
は
継
続
し
て

い
く
。新
規
立
ち
上
げ
に

関
し
て
も
、市
子
連
と
連

携
し
な
が
ら
丁
寧
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。ま
た
、学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り「
地
域
学
校
共
同
活
動

推
進
事
業
」を
立
ち
上
げ

て
、地
域
課
題
や
学
校
課

題
を
、そ
の
地
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
仕
組
み

づ
く
り
に
着
手
し
た
。関

係
団
体
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

質
　市
窓
口
で
、引
っ
越
し

や
転
入
し
た
方
へ
行
政
区

や
子
ど
も
会
の
案
内
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

副
市
長

　市
の
内
部
や
行

政
区
長
連
合
会
代
表
者
会

と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

検
討
課
題
と
し
た
い
。

遠
賀
川
の
流
域
治
水

質

　想
定
外
の
大
雨
に
よ

る
水
害
か
ら
命
と
生
活
を

守
る「
流
域
治
水
」は
行
政

だ
け
で
は
な
く
、あ
ら
ゆ

る
関
係
者
が
連
携
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。水
田
に
降
っ
た
雨
水

を
一
時
的
に
田
ん
ぼ
に
貯

め
て
お
き
、下
流
へ
の
水

の
流
出
量
を
調
整
す
る
こ

と
で
、洪
水
被
害
を
低
減

す
る「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」の
取

り
組
み
は
嘉
麻
市
で
行
わ

れ
て
い
る
か
。

課
長

　現
在
、田
ん
ぼ
ダ

ム
の
取
り
組
み
は
な
い
。

質

　今
後
、嘉
麻
市
で
流

域
治
水
を
展
開
し
て
い
く

に
は
、市
民
や
事
業
者
へ

の
啓
発
活
動
が
最
も
重
要

だ
と
思
う
が
見
解
は
。

技
監
　啓
発
活
動
は
知
る
、

捉
え
る
、行
動
す
る
た
め

に
必
要
。地
域
住
民
へ
の
出

前
講
座
や
教
育
活
動
等
の

取
り
組
み
に
関
係
各
課
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国際交流員の取組実績は

嘉麻市のPRに貢献

問

答

母子手帳・乳幼児健診の
アプリの導入は
国の動向を注視し、検討
していく

問

答

被保護世帯のエアコンの
設置状況は

把握していない

問

答

出水　貴之　議員出水　貴之　議員

子ども会は何団体あるか

嘉麻市に14単会

問

答

藤　伸 一　議員藤　伸 一　議員山本　真之　議員山本　真之　議員

14議会だより　かまし（74号）15 議会だより　かまし（74号）



いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員

質

　子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
支
援
策
と
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
支

援
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

嘉
麻
市
の
取
り
組
み
は
。

課
長

　ア
プ
リ
の
活
用
な

ど
子
育
て
世
代
へ
の
効
果

は
非
常
に
大
き
く
、検
討

を
行
っ
て
い
る
。

質

　母
子
手
帳
・
子
育
て

応
援
の
ア
プ
リ
導
入
の
今

後
の
展
開
は
。

市
長

　母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
と

し
て
乳
幼
児
健
診
や
妊
婦

健
診
に
お
け
る
ア
プ
リ
の

活
用
な
ど
国
に
よ
る
情
報

連
携
基
盤
の
整
備
と
制
度

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
制
度
設
計
等
を
注

視
し
て
、導
入
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

確
定
申
告
の
電
子
化

質

　令
和
５
年
度
の
確
定

申
告
の
受
付
総
数
、電
子

申
告
数
、電
子
申
告
率
は
。

課
長

　受
付
総
数
３
０
６

４
件
、電
子
申
告
数
１
２
６

９
件
で
、申
告
率
は
41.

４
％

で
あ
る
。

質

　電
子
申
告
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

課
長

　①
申
告
会
場
に
出

向
か
ず
申
告
提
出
が
で
き

る
②
申
告
期
間
に
、24
時
間

い
つ
で
も
申
告
が
で
き
る

③
医
療
費
控
除
の
領
収
書

な
ど
添
付
資
料
が
省
略
で

き
る
④
還
付
金
の
受
け
取

り
が
書
面
提
出
よ
り
早
い
。

質

　今
後
の
電
子
化
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

市
長

　早
く
達
成
で
き
る

よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い

く
。

要
望

　行
政
側
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
①
保
管
等
の
手

間
の
削
減
②
税
務
署
と
の

や
り
取
り
の
簡
素
化
及
び

書
類
の
紛
失
防
止
③
納
税

者
へ
の
控
え
と
し
て
の
申

告
内
容
出
力
、紙
資
源
の

節
約
④
翌
年
以
降
の
事
務

の
効
率
化
が
あ
る
。電
子

申
告
の
さ
ら
な
る
利
用
促

進
の
取
り
組
み
を
強
く
要

望
し
て
お
く
。
　
　
　
　

※

他
に
地
方
就
職
学
生
支

援
事
業
、学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
を
質
問
。

質

　嘉
麻
市
の
保
護
率
は

福
岡
県
の
他
市
に
比
べ
て

一
番
高
く
、高
齢
者
の
割

合
が
、全
体
の
６２
・
５
％
を

占
め
て
い
る
。か
ま
自
立

支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相

談
窓
口
や
生
活
支
援
課
に

赴
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
が
多
い
の
で
は
。

課
長

　保
護
制
度
を
利
用

で
き
て
い
な
い
割
合
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。各
関

係
機
関
と
の
連
携
で
、掘

り
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、あ
る
程
度
は
保
護

に
繋
げ
て
い
る
。

質

　保
護
が
必
要
な
人
に

対
す
る
保
護
制
度
の
申
請

方
法
等
に
つ
い
て
、生
活

支
援
課
の
対
応
は
。

課
長

　相
談
者
の
申
請
権

を
侵
害
し
な
い
よ
う
、国

や
県
か
ら
厳
し
く
指
導
さ

れ
て
い
る
。単
純
な
理
由

で
断
る
よ
う
な
こ
と
は
し

て
い
な
い
。

質

　申
請
書
と「
生
活
保

護
し
お
り
」は
利
用
者
に

と
っ
て「
命
綱
」の
よ
う
な

も
の
だ
。嘉
麻
市
の
申
請

方
法
は
。

課
長
　申
請
や
相
談
時
に

は
、「
生
活
保
護
し
お
り
」

は
必
ず
配
る
。窓
口
に
来

ら
れ
な
い
人
の
対
応
は
し

て
い
な
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
へ
の
掲
載
も
し
て
い

な
い
。掲
載
内
容
等
を
検

討
し
、広
く
周
知
で
き
る

体
制
を
検
討
し
た
い
。

質

　窓
口
で
の
書
類
申
請

だ
け
で
は
な
く
、
電
子

メ
ー
ル
等
で
の
申
請
さ
ら

に
は
口
頭
申
請
も
有
効
な

の
で
は
。

課
長

　厚
生
労
働
省
か
ら
、

口
頭
で
も
申
請
は
受
理
す

べ
き
と
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
。

質

　被
保
護
世
帯
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

課
長

　新
規
保
護
申
請
時

の
家
庭
に
は
、必
ず
確
認

は
し
て
い
る
が
、全
被
保

護
世
帯
の
統
計
は
、把
握

で
き
て
い
な
い
。

質

　エ
ア
コ
ン
の
修
理
や

買
い
換
え
る
場
合
の
扶
助

は
。

課
長

　生
活
費
の
や
り
く

り
で
賄
う
か
、貸
付
資
金

の
活
用
で
賄
う
よ
う
厚
生

労
働
省
の
通
知
で
指
導
さ

れ
て
お
り
、エ
ア
コ
ン
認

定
の
対
象
者
は
、大
変
限

定
さ
れ
て
い
る
。

質

　デ
ン
マ
ー
ク
の
国
際

交
流
員
が
離
任
し
た
が
、

３
年
間
の
取
組
実
績
は
。

課
長

　ア
ウ
ト
ド
ア
シ

テ
ィ
嘉
麻
の
実
現
に
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
、

市
民
と
の
交
流
機
会
の
創

出
や
ヒ
ュ
ッ
ゲ
な
ど
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
等

に
繋
が
っ
た
。ま
た
、デ
ン

マ
ー
ク
や
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク

社
と
の
関
係
性
の
構
築
や

テ
レ
ビ
出
演
等
を
通
じ
て
、

嘉
麻
市
の
Ｐ
Ｒ
に
非
常
に

貢
献
し
て
い
る
。

質
　国
際
交
流
員
の
必
要

性
は
。

課
長

　ア
ウ
ト
ド
ア
を
重

点
化
し
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、欧
州

の
ア
ウ
ト
ド
ア
先
進
地
で

あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
非
常
に
参
考
に
な

る
。ア
ウ
ト
ド
ア
シ
テ
ィ

嘉
麻
の
実
現
の
た
め
に
は

デ
ン
マ
ー
ク
や
ヒ
ュ
ッ
ゲ

へ
の
親
近
感
の
醸
成
や
理

解
促
進
が
必
要
で
あ
り
、

国
際
交
流
員
の
配
置
は
必

要
不
可
欠
。

質

　今
後
の
国
際
交
流
員

の
動
向
は
。

課
長

　他
の
ア
ウ
ト
ド
ア

シ
テ
ィ
と
の
差
別
化
や

ヒ
ュ
ッ
ゲ
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
嘉
麻
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
や
Ｐ

Ｒ
が
必
要
。ア
ウ
ト
ド
ア

の
取
り
組
み
に
よ
る
関
係

人
口
の
創
出
、拡
大
に
繋

げ
る
た
め
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
も
検
討
し

な
が
ら
国
際
交
流
員
の
新

た
な
雇
用
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
　市
長
の
考
え
は
。

市
長
　こ
れ
ま
で
構
築
し

て
き
た
デ
ン
マ
ー
ク
と
の

関
係
性
を
継
続
す
る
た
め

に
国
際
交
流
員
の
新
た
な

雇
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
。嘉
麻
市
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
等
と
連

携
を
し
な
が
ら
、市
民
や

事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て

嘉
麻
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
関
係
人
口
の
拡
大
を
進

め
て
い
く
。

要
望

　福
岡
県
の
取
り
組

み
と
も
連
携
し
て
、自
然

を
生
か
し
た
観
光
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
た
観
光

振
興
を
進
め
て
ほ
し
い
。

質

　子
ど
も
会
は
、子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
中
で
様
々

な
人
と
関
わ
り
、社
会
性
を

身
に
つ
け
る
上
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
考
え
て

い
る
。嘉
麻
市
に
子
ど
も
会

は
何
団
体
あ
る
か
。

課
長

　稲
築
支
部
１
、碓

井
支
部
０
、嘉
穂
支
部
12
、

山
田
支
部
１
の
計
14
単
会
。

質

　子
ど
も
会
の
存
続
・

活
性
化
の
た
め
の
支
援
と
、

子
ど
も
会
が
な
い
地
域
で

の
新
規
立
ち
上
げ
支
援
は
。

課
長

　次
代
を
担
う
青
少

年
の
育
成
は
必
要
不
可
欠
。

運
営
補
助
金
・
人
的
支
援

な
ど
の
支
援
は
継
続
し
て

い
く
。新
規
立
ち
上
げ
に

関
し
て
も
、市
子
連
と
連

携
し
な
が
ら
丁
寧
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。ま
た
、学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り「
地
域
学
校
共
同
活
動

推
進
事
業
」を
立
ち
上
げ

て
、地
域
課
題
や
学
校
課

題
を
、そ
の
地
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
仕
組
み

づ
く
り
に
着
手
し
た
。関

係
団
体
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

質
　市
窓
口
で
、引
っ
越
し

や
転
入
し
た
方
へ
行
政
区

や
子
ど
も
会
の
案
内
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

副
市
長

　市
の
内
部
や
行

政
区
長
連
合
会
代
表
者
会

と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

検
討
課
題
と
し
た
い
。

遠
賀
川
の
流
域
治
水

質

　想
定
外
の
大
雨
に
よ

る
水
害
か
ら
命
と
生
活
を

守
る「
流
域
治
水
」は
行
政

だ
け
で
は
な
く
、あ
ら
ゆ

る
関
係
者
が
連
携
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。水
田
に
降
っ
た
雨
水

を
一
時
的
に
田
ん
ぼ
に
貯

め
て
お
き
、下
流
へ
の
水

の
流
出
量
を
調
整
す
る
こ

と
で
、洪
水
被
害
を
低
減

す
る「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」の
取

り
組
み
は
嘉
麻
市
で
行
わ

れ
て
い
る
か
。

課
長

　現
在
、田
ん
ぼ
ダ

ム
の
取
り
組
み
は
な
い
。

質

　今
後
、嘉
麻
市
で
流

域
治
水
を
展
開
し
て
い
く

に
は
、市
民
や
事
業
者
へ

の
啓
発
活
動
が
最
も
重
要

だ
と
思
う
が
見
解
は
。

技
監
　啓
発
活
動
は
知
る
、

捉
え
る
、行
動
す
る
た
め

に
必
要
。地
域
住
民
へ
の
出

前
講
座
や
教
育
活
動
等
の

取
り
組
み
に
関
係
各
課
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

国際交流員の取組実績は

嘉麻市のPRに貢献

問

答

母子手帳・乳幼児健診の
アプリの導入は
国の動向を注視し、検討
していく

問

答

被保護世帯のエアコンの
設置状況は

把握していない

問

答

出水　貴之　議員出水　貴之　議員

子ども会は何団体あるか

嘉麻市に14単会

問

答

藤　伸 一　議員藤　伸 一　議員山本　真之　議員山本　真之　議員
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議会だより

かまし
Gikaidayori KamashiGikaidayori Kamashi

№74  令和6年11月1日№74  令和6年11月1日

※嘉麻市議会だよりは高齢者や視覚の弱い方にも配慮したユニバーサルデザインフォント(UDフォント)を使用しています

編
　集
　後
　記

議会報告会のお知らせ議会報告会のお知らせ
令和６年11月９日(土)
　16時00分～18時00分
令和６年11月９日(土)
　16時00分～18時00分
嘉麻市役所　本庁舎５階嘉麻市役所　本庁舎５階

各常任委員会からの報告
・総務財政委員会
・民生文教委員会
・産業建設委員会
決算審査の報告
意見交換

各常任委員会からの報告
・総務財政委員会
・民生文教委員会
・産業建設委員会
決算審査の報告
意見交換

日 時

会 場

内 容

次回の嘉麻市議会だより(№75)は
令和 7 年(2025年)2月1日発行予定

嘉麻市岩崎1180番地1
嘉麻市役所 5階 議会事務局

TEL:0948-42-7406
FAX:0948-42-7099

～お問い合わせはこちらに～

＼12月定例会は11月29日(金)開会予定／

定例会・臨時会の日程は左記
QRコードより確認できます
(開催の1週間程前に掲載します)

P2. P3……令和5年度決算
P10～……い っ ぱ ん 質 問

　
９
月
議
会
本
会
議
一
般
質
問
に
稲
築
志
耕
館

高
校
・
大
隈
城
山
校
の
生
徒
さ
ん
が
傍
聴
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
１
人
で
も
多
く
の
方
が
、
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

11
月
、
高
校
生
議
会
の
開
催
た
の
し
み
で
す
。

　
充
実
し
た
学
校
生
活
を
！

　
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

16議会だより　かまし（74号）最終編集日：令和6年10月15日




